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 ＳＨＯＣＨＩＫＵ ＯＴＡＮＩ ＬＩＢＲＡＲＹ  
 

■ Ｎｏ．２１２（２０１５年１１月） ■ 
 平成 27 年 11 月 10 日発行  

 

 

クラウドファンディング 

【第４弾】歌舞伎や映画、日本文化の歴史を後世に伝える。 

プロジェクトが成立いたしました！ 

 
9月 8日より、クラウドファンディングサイト「READYFOR」にて、平成 27年度の図書館事業運営資金と 300冊

の「ＧＨＱ検閲歌舞伎台本」デジタル化の資金を募集しておりました「【第４弾】歌舞伎や映画、日本文化の歴

史を後世に伝える。」プロジェクトが、50日間のスポンサー募集期間を経て 10月 28日に終了いたしました。 

おかげさまでプロジェクト４年目の今年は、RAEDYFOR のサイト上に反映されている支援者の皆様の人数と、

代理で申込みいただいた方の人数を合わせまして、２３８名の方より、目標額２５０万円を上回る、２８７万

８０００円のご支援をいただき、プロジェクトが成立いたしました。本当にどうもありがとうございました。 

温かなご支援を下さった皆様、心強い応援コメントを送って下さった皆様、SNS や様々なメディアで広め、そ

してチラシの配布にご協力下さった皆様、ご支援・ご協力下さいました全ての皆様に、心から感謝申し上げ

ます。 

皆様の、貴重な資料を後世に伝えたいという願いがこもったご支援とともに、これからも、さらに役立つ専

門図書館を目指しスタッフ一同、頑張ってまいります。 
 

 

 

プロジェクトの詳細は、下記の URLまたは QRコードをご覧ください 

https://readyfor.jp/projects/ootanitoshokan4 

演劇・映画の専門図書館 

松竹大谷図書館ニューズレター 公  益 

財団法人 



2 

≫≫ 新着資料案内  新しく受入れた資料をご案内いたします 

 

 

■ 演 劇 雑 誌 ■ 

『Ｃｏｎｆｅｔｔｉ』2015年 NOVEMBER Vol.131 

『ＪＰＬ』2015年 Autumn No.59 

『ＳｅＰＴ倶楽部 ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ』 

2015年 10月号 

『ｔｈｅ座』2015年 86号,87号 

『あぜくら』平成 27年 10月号 

『てがみ座通信』第 4葉,第 5葉 

『シアターガイド』2015年 12月号 

『ジ・アトレ』2015年 10月 

『テアトロ』2015年 11月号 

『ミュージカル』2015年 9月-10月号 

『ラ・アルプ』2015年 11月号 

『演劇ぶっく』2015年 10月号 

『演劇界』2015年 12月号 

『喝采』2016年 2月 

『国立演芸場公演ガイド』平成 27年 11月号 

『座・高円寺』No.14 

『新制作座だより』8号 

『大向う』平成 27年 11月号 

『伝統文化新聞』2015年(113号) 

『日本芸術文化振興会ニュース』 

平成 27年 10月号,11月号 

『日本照明家協会誌』2015年 10月号 

『日本舞踊』67巻 11月号 

『悲劇喜劇』2015年 11月号 

『舞台芸術』Vol.19 Autumn 2015 

『邦楽の友』平成 27年 11月号  

 

■ 映 画 雑 誌 ■                                                                                                                                                                                                                                                

『ＦＬＩＸ』2015年 12月号 

『ＮＦＣカレンダー』2015年 11月号 

『ＮＦＣニューズレター』2015年 10月-11月号 

『ＳＣＲＥＥＮ』2015年 12月号 

『ＴＶガイド』2013年 12/6号～2014年 11/28号 

『エキプ・ド・シネマ』2015年 No.206,No.207 

『キネマ旬報』2015年 11月上旬号,11月下旬号 

『ザ・テレビジョン』2013 年 12/6 号～2014 年 11/28 号 

『シナリオ』2015年 12月号 

『ドラマ』2015年 11月号 

『ピクトアップ』2015年 12月号 

『ムービー・スター』2015年 11月号 

『ロケーションジャパン』2015年 10月号 

『映画テレビ技術』2015年 11月号 

『映画ビジネス』 

平成 27年 9月上旬・下旬号,10月上旬号 

『映画芸術』2015年秋号(453号) 

『映画時報』2015年 6月号,8月号 

『映画秘宝』2015年 11月号,12月号 

『衛星劇場プログラムガイド』2015年 11月号 

『日経エンタテインメント！』2015年 10月号,11月号

 

 

■ 松 竹 系 １０月 演 劇 公 演 資 料 ■                 ○  …… 受入済み 

劇場 演目 台本 スチール プログラム ポスター 

歌舞伎座 

『音羽嶽だんまり』 〇  

〇 〇 

『歌舞伎十八番の内 矢の根』 〇  

『一條大蔵譚 檜垣・奥殿』 〇  

『人情噺文七元結』 〇  

『壇浦兜軍記 阿古屋』 〇  

『梅雨小袖昔八丈 髪結新三』 〇  

新橋演舞場 『スーパー歌舞伎 II ワンピース』 〇 〇 〇  

松竹座（大阪） 『阿弖流為』 〇  〇 〇 

南座（京都） 
『京都都大路 迷宮の恋めぐり』 〇  〇 〇 

市川海老蔵ＪＡＰＡＮ ＴＨＥＡＴＥＲ    〇 

日本特殊陶業市民

会館（名古屋） 

『あんまと泥棒』 〇  

〇  

『藤娘』   

『秀山十種の内 松浦の太鼓』 〇  

『平家女護島 俊寛』 〇  

『太刀盗人』 〇  

『浮世柄比翼稲妻 山三浪宅・鞘当』 〇  
 

［ポスター閲覧ご希望の際は事前に御予約をお願いいたします］ 
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（新着資料案内 続き） 

 

 

■ 他 社 演 劇 公 演 資 料 ■ 

あうるすぽっと  １０月 ペテカン『この素晴らしき世界』プログラム 

 劇団昴『谷間の女たち』プログラム、台本 

浅草公会堂  １０月 前進座『如月の華 九條武子ものがたり』プログラム、台本 

上野ストアハウス １０月 日韓演劇週間Ｖｏｌ．３『ストアハウスコレクション』プログラム 

ＮＨＫホール  １０月 『第４２回ＮＨＫ古典芸能鑑賞会』プログラム、台本 

大阪新歌舞伎座  ９月 『結婚しない女たち 京都室町はんなりハウス』プログラム 

   １０月 『ＧＳ近松商店』プログラム 

    『三匹のおっさん』プログラム 

紀伊國屋サザンシアター １０月 劇団民藝『大正の肖像画』プログラム、台本 

紀伊國屋ホール  ９月 青年劇場『真珠の首飾り』プログラム、台本 

国立劇場大劇場  ９月 『日本の太鼓』プログラム 

   １０月 『伊勢音頭恋寝刃』プログラム 

湖南市石部文化ホール １０月 劇団こなん『椿の実』プログラム 

こまばアゴラ劇場 ９月 木ノ下歌舞伎『心中天の網島』プログラム 

    『伝統歌舞伎保存会研修発表会』プログラム 

ザ・スズナリ  ９月 劇団風琴工房『無頼茫々』プログラム 

青年座劇場  ９月 劇団青年座『二人だけのお葬式』プログラム、台本 

シアタークリエ  ９月 『ＲＥＮＴ』プログラム 

シアターコクーン ９月 『ＮＩＮＡＧＡＷＡマクベス』プログラム 

１０月 『大逆送』プログラム 

シアタートラム  １０月 世田谷パブリックシアター戯曲リーディング『戒厳令』プログラム 

世田谷パブリックシアター１０月 『ミュルミュルミュール』プログラム 

地方巡業  ９月 『伝統芸能の今２０１５』プログラム 

中日劇場  １０月 『コロッケ特別公演』プログラム 

帝国劇場  ９月 『ＤＲＥＡＭ ＢＯＹＳ』プログラム 

１０月 『ラ・マンチャの男』プログラム 

ＤＤＤ ＡＯＹＡＭＡ ＣＲＯＳＳ ＴＨＥＡＴＥＲ １０月 藤間勘十郎文芸シリーズ其の弐『南総里見八犬伝』プログラム 

東京芸術劇場シアターウエスト １０月 とよはし演劇工房『父よ！』プログラム 

銅鑼アトリエ  ９月 劇団銅鑼『はるなつあきふゆ』プログラム 

日生劇場  １０月 ＡＢＣ座『ＴＨＥ ＰＬＡＹ』プログラム 

俳優座劇場  ９月 オペラシアターこんにゃく座『音楽劇 魔法の笛』プログラム 

   １０月 俳優座劇場プロデュース『月の獣』プログラム、台本 

博多座   ９月 『石川さゆり特別公演』プログラム 

パルコ劇場  ９月 『タンゴ・冬の終わりに』プログラム 

   １０月 『ダブリンの鐘つきカビ人間』プログラム 

    『影向』プログラム 

本多劇場  ９月 ヨーロッパ企画『遊星ブンボーグの接近』プログラム 

三越劇場（日本橋） １０月 『音楽劇Ｓｌｅｅｐｉｎｇ Ｂｅａｕｔｉｅｓ夢をああやつるマブの女王』 

プログラム、台本  

    劇団朋友『ら・ら・ら』プログラム、台本 

明治座   １０月 『五木ひろし特別公演 特別出演由紀さおり』プログラム、台本 

早稲田小劇場どらま館 １０月 サンプル『離陸』プログラム 
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（新着資料案内 続き） 

 

■ 映 画 資 料 ■                        ○  …… 受入済み 

 

［ポスター閲覧ご希望の際は事前に御予約をお願いいたします］ 

 

■ 映 画 プ ロ グ ラ ム ■ 

『マイ・インターン』 『マジック・マイク ＸＸＬ』 『トランスポーター イグニション』 

『ＰＡＮ ネバーランド、夢のはじまり』  『キングスマン』  

『劇場版 弱虫ペダル』 『テッド２』 『しあわせへのまわり道』  

『映画 みんな！エスパーだよ！』『ヴィンセントが教えてくれたこと』 『ファンタスティック・フォー』 

『アンフェア ｔｈｅ ｅｎｄ』『ミニオンズ』  『ハイキュー！！勝者と敗者』 

『ジュラシック・ワールド』 『バクマン。』  『屍者の帝国』 

『白い沈黙』 『ダイバージェントＮＥＯ』  『ヒトラー暗殺、１３分の誤算』 

『探検隊の栄光』 『ドローン・オブ・ウォー』  『ジョン・ウィック』 

『アントマン』 『ＨＥＲＯ』  『ピッチ・パーフェクト２』 

『リトルウィッチアカデミア 魔法仕掛けのパレード』 『図書館戦争 ＴＨＥ ＬＡＳＴ ＭＩＳＳＩＯＮ』

『アメリカン・ドリーマー 理想の代償』 『ボーイ・ソプラノ ただひとつの歌声』 

『ミッション：インポッシブル ローグ・ネイション』 『進撃の巨人 ＡＴＴＡＣＫ ＯＮ ＴＩＴＡＮ』 

『ＢＯＲＵＴＯ ＮＡＲＵＴＯ ＴＨＥ ＭＯＶＩＥ』 『Ｗａｋｅ Ｕｐ， Ｇｉｒｌｓ！ 青春の影』 

『内村さまぁ～ず ＴＨＥ ＭＯＶＩＥ エンジェル』 『ピカチュウとポケモンおんがくたい』 

『ポケモン・ザ・ムービーＸＹ「光輪（リング）の超魔神 フーパ」』 

『進撃の巨人 ＡＴＴＡＣＫ ＯＮ ＴＩＴＡＮ エンド オブ ザ ワールド』 

『Ｓ 最後の警官 奪還 ＲＥＣＯＶＥＲＹ ＯＦ ＯＵＲ ＦＵＴＵＲＥ』 

 

 
 

資料をご寄贈くださった方々（敬称略・順不同／２０１５年８月～９月） 

※許可を得た方のみ掲載しております 
 

松竹株式会社、松竹ブロードキャスティング株式会社、松竹ショウビズスタジオ株式会社、明治座、 

国立劇場、株式会社日本舞踊社、演劇出版社、文学座、劇団四季、キネマ旬報社、大野彩、無名塾、 

パルコ劇場、ロングランプランニング株式会社、市川市文学ミュージアム、銀座 博品館劇場、 

ディアゴスティーニ・ジャパン、株式会社ホリプロ、名取事務所、一般社団法人日本民間放送連盟、 

一般社団法人義太夫協会、劇団俳優座、若林さだ吉、シアタークリエ、笹川慶子、関西・歌舞伎を愛する会、 

公益社団法人日本照明家協会、フィルムセンター、七世中村芝翫、一般社団法人日本映画製作者連盟、 

国文学研究資料館、粋者、株式会社カモミール社テアトロ編集部、株式会社ＮｅｗＹｏｒｋＡｒｔ、 

伝統文化新聞、黒澤明研究会会誌、日本劇団協議会、（株）近代映画社、株式会社東急文化村、劇団青年座、

博物館明治村、国立歴史民俗博物館、花組芝居、劇団銅鑼、日本映画撮影監督協会、銀座百店会、 

邦楽の友社、おもだか会、加藤健一事務所、文学座有志の会「久保田万太郎の世界」代表 :黒木仁、 

帝国劇場、人形劇団プーク、博多座、シナリオ・センター、日本映画テレビ技術協会、神奈川県演劇連盟、 

 (株)マルヨンプロダクション「シナリオ」編集部、こまつ座、神戸女子大学古典芸能研究センター、 

公益財団法人 劇場演出空間技術協会、曽根静江、独立行政法人日本芸術文化振興会国立文楽劇場、 

愛知芸術文化センター、劇団民藝、日本映画テレビプロデューサー協会、流山児★事務所、 

児童・青少年演劇ジャーナル「げき」編集委員会、丸善出版株式会社、新国立劇場情報センター、 

河竹登志夫、社団法人日本演劇協会、株式会社ヴィレッヂ、前進座、日本近代文学館、玉川大学教育博物館、 

木ノ下裕一、世田谷文学館、東京芸術劇場（公益財団法人東京都歴史文化財団） 

どうもありがとうございました 

タ イ ト ル プログラム プレス ポスター スチール写真 台本 

『ＴＨＥ ＮＥＸＴ ＧＥＮＥＲＡＴＩＯＮ パトレイバー 首都決戦 ディレクターズカット』 ○  ○   

『 ア デ ラ イ ン 、 １ ０ ０ 年 目 の 恋 』  ○ ○ ○   

『 ア ー ス ・ ト ゥ ・ エ コ ー 』  ○ ○    

『悪魔のいけにえ 公開４０周年記念版』 ○     

『ＭＥＴライブビューイング２０１５－２０１６』  ○  ○   
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第 55回所蔵資料展示 

「松竹創業 120 周年 [後期：1976-2015]」展 
展示期間：2015年 10月 30日～12月 25 日／於 閲覧室 
 

 

11-12月の展示は、引き続き、本年に創業 120周年を迎える松竹株式会社の歴史をたどる資料を展示した「松

竹創業 120 周年」です。7-8 月の前期展示(1895-1935 年)、9-10月の中期展示(1936-1975 年)、と続いた展示

は、今回の後期展示(1976-2015)で、最後となります。この時期は、昭和から平成へ、20 世紀から 21 世紀へ

と、大きく時代が動き、松竹もまさに変革のときを迎えました。 

演劇では、歌舞伎をはじめ、新派や新喜劇にも携わってきた松竹で

すが、50年代より、時代劇、現代劇、翻訳劇、ミュージカルなども

上演し、様々な分野に進出していきます。また、21世紀には、第 5

期歌舞伎座の開場という歴史的な出来事もあり、日本の演劇界を牽

引する存在として、その地位を一層確かなものにしています。映画

の分野では、『男はつらいよ』『釣りバカ日誌』などのシリーズ作品

や、日本アカデミー賞を 3年連続受賞した『幸福の黄色いハンカチ』

『事件』『復讐するは我にあり』などの名作を送り出しており、平

成 21[2009]年には『おくりびと』でアカデミー賞外国語映画賞受賞 

の快挙を得るなど、日本映画界の第一線に立ち続けています。 

 

《年表》（※●【数字】は展示の資料番号） 

昭和 51［1976］年 2 月 日生劇場にて平幹二朗、五代目坂東玉三郎出演の『マクベス』上演。歌舞伎と新劇を結び
つけた企画[●【1】スチール 左より：平幹二朗、五代目坂東玉三郎] 

昭和 52[1977]年 4 月 新橋演舞場にて尾上松緑主演の翻訳劇『オセロー』上演 
4 月 18 日 城戸四郎会長逝去 
10 月 1 日 映画『幸福の黄色いハンカチ』(山田洋次監督)封切、翌年の第 1 回日本アカデミー
賞で作品賞他を受賞[●【2】スチール 左より：高倉健、倍賞千恵子]  

昭和 53[1978]年 4月 昭和 43[1968]年 7月より刊行の、松竹演劇部発行の季刊誌『歌舞伎』が 40号をもって完
結[●【5】雑誌「歌舞伎」40号] 
6 月 3 日 映画『事件』(野村芳太郎監督)封切、翌年の第 2 回日本アカデミー賞で作品賞他を
受賞[●【3】スチール 左より：松坂慶子、永島敏行] 

 12月 サンシャイン劇場開場、七代目尾上菊五郎、五代目坂東玉三郎等出演の花形歌舞伎公演
で開場記念興行[●【6】プログラム] 

昭和 54[1979]年 4 月 21 日 映画『復讐するは我にあり』(今村昌平監督)封切、翌年の第 3 回日本アカデミー賞
で作品賞他を受賞。第 1回より 3 年連続で松竹が受賞の快挙[●【4】スチール 緒形拳] 

昭和 57[1982]年 4 月 新橋演舞場新装開場 
 6-7 月 サンシャイン劇場にて『アマデウス』を九代目松本幸四郎、江守徹出演で上演、大成功

を納める[●【7】スチール 左より：藤真利子、九代目松本幸四郎、江守徹] 
 6-7月 訪米歌舞伎公演。歌劇の殿堂メトロポリタン・オペラハウスに歌舞伎が初めて進出し「グ

ランドカブキ」と銘打った公演は連日盛況に沸く 
 8 月 創立 55 年松竹歌劇団（SKD）特別公演。戦後初の歌舞伎座公演。平成元年まで夏の風物

詩として毎年 8 月に歌舞伎座公演が催される[●【8】スチール] 
10 月 9 日 映画『蒲田行進曲』(深作欣二監督)封切。題名の由来は松竹蒲田撮影所の賛歌“蒲
田行進曲”による[●【9】スチール 左より：平田満、風間杜夫、松坂慶子] 

 12 月 4 日 映画『Ｅ．Ｔ．』(スティーヴン・スピルバーグ監督)封切、大ヒット 
昭和 59[1984]年 10 月 有楽町センタービル（マリオン）1 期ビル完成、同ビル内に丸の内ピカデリー1・2 が開場 

[●【11】図書「グレート・メモリーズ 丸の内ピカデリー・丸の内松竹」] 
昭和 60[1985]年 松竹創業 90 年 
 3月 1日 昭和 41年以来絶えていた松竹グループ社報を復刊 
 6 月 金丸座にて第 1回目の四国こんぴら歌舞伎大芝居興行 
 7-8月 アメリカにて十二代目市川團十郎が海外で初の襲名披露公演[●【12】プログラム] 
昭和 61[1986]年 2-3月 三代目市川猿之助によるスーパー歌舞伎『ヤマトタケル』新橋演舞場で 2ヶ月ロングラ

ン公演[●【10】スチール 三代目市川猿之助] 
8 月 2 日 松竹大船撮影所 50 周年記念映画の『キネマの天地』(山田洋次監督)封切[●【13】台
本、【14】スチール 左より：中井貴一、すまけい] 

 11月 中座改装。松竹新喜劇、藤山寛美年中無休二十年達成 

『キネマの天地』台本。左よりピンク色、黄緑

色、青色の表紙で、それぞれ準備稿や改訂稿な

ど、製作過程で作られたもの。表紙に「松竹大

船撮影所 50周年記念映画」と書かれている。 
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昭和 62[1987]年 2 月 新橋演舞場にて新派 100 年記念公演 
昭和 63[1988]年 歌舞伎座 100年 
 12月 24日 映画『釣りバカ日誌』(栗山富夫監督)封切、シリーズ第 1作目。2009年までに全 22

作公開[●【15】スチール 左より：西田敏行、三國連太郎] 
平成 2[1990]年 4-5月 ベニサン・ピットにてジャン・コクトー原作『双頭の鷲』を麻実れい主演で上演 
 4月 28日 映画『死の棘』(小栗康平監督)封切。5 月に第 43回カンヌ国際映画祭でグランプリ

と国際批評家連盟賞受賞 
 8 月 納涼花形歌舞伎。8 月の歌舞伎座で 31 年振りに歌舞伎興行。これより一年通しての歌舞

伎興行が始まり、現在まで続く 
 11月 13日 松竹独自のコンピュータによる入場券予約システム「チケットホン松竹」スタート 
平成 3[1991]年  11-12 月 南座新装開場記念興行。三代目中村鴈治郎襲名披露の最終公演 
 11-12 月 サンシャイン劇場にてロンドン・ミュージカル『ブラッドブラザース』上演 [●【17】スチー

ル 左より：柴田恭兵、三田村邦彦] 
 12 月 新橋演舞場にてブロードウェイ・ミュージカル『グランド・ホテル』来日公演 
平成 6[1994]年 6 月 シアターコクーンでの初の歌舞伎公演『東海道四谷怪談』上演 
平成 7[1995]年 松竹創業 100周年 
 10 月 10日 映像・映画のテーマパーク鎌倉シネマワールド開場 
 12 月 23 日 映画 第 48 作『男はつらいよ 寅次郎紅の花』(山田洋次監督)封切、シリーズ最終

作及び翌年逝去した渥美清の遺作[●【16】スチール 左上より時計回り：渥美清、浅丘ルリ子、吉
岡秀隆、後藤久美子] 

平成 9[1997]年 2 月 26 日 大阪松竹座新築開場[●【23】図書「新装開場記念誌 大阪松竹座」] 
 5月24日 映画『うなぎ』(今村昌平監督)封切。第50回カンヌ国際映画祭でパルム・ドール受賞 
平成 10[1998]年 12 月 22日 本社を中央区築地・東劇ビル（現在地）に移転 
平成 11[1999]年 10 月 31日 中座閉館 
平成 12[2000]年 6 月 松竹大船撮影所閉所 
 8 月 七代目市川染五郎と劇団☆新感線のコラボレーションによる『阿修羅城の瞳』が大阪松竹

座、新橋演舞場にて連続上演[●【18】スチール 左より：七代目市川染五郎、古田新太] 
 11月 11日 映画『十五才 学校 IV』(山田洋次監督)封切。松竹大船撮影所製作の最後の作品 
 11月 隅田公園に建てられた仮設劇場で平成中村座初興行 
平成 14[2002]年 3 月 2 日 映画『ロード・オブ・ザ・リング』(ピーター・ジャクソン監督)封切[●【19】プログラム] 
 11月 1日 旧本社跡地に建設の ADK 松竹スクエア（現 銀座松竹スクエア）オープン 
 11月 2日 映画『たそがれ清兵衛』(山田洋次監督)封切。第 76回アカデミー賞外国語映画賞に

ノミネート[●【20】スチール 左より：宮沢りえ、真田広之] 
平成 15[2003]年 歌舞伎 400 年記念興行 
 1月 東劇ビルより ADK 松竹スクエア 3階に移転した松竹大谷図書館が開館 
 5 月 22 日 天皇皇后両陛下がご即位後初めて歌舞伎座でご観劇。『暫』をご覧になられる 
平成 16[2004]年 7 月 平成中村座がリンカーン・センター・フェスティバルに参加しニューヨーク公演を行う 
平成 17[2005]年 松竹創業 110 周年 
 1月 15 日 シネマ歌舞伎第 1作『野田版 鼠小僧』封切[●【21】プログラム] 
 2月 第55回ベルリン国際映画祭にて、企業・団体として初めて松竹が特別功労賞(ベルリナー

レ・カメラ賞)を受賞 
 11月 25日 歌舞伎がユネスコの世界無形文化遺産に登録 
 12 月 南座松竹経営 100 年。四代目坂田藤十郎襲名披露[●【24】図書「南座 松竹経営顔見世

百年」] 
平成 18[2006]年 10 月 歌舞伎公式ウェブサイト「歌舞伎美人(かぶきびと)」開設 
 12 月 13 日 永山武臣会長逝去 
 12月 31日 ニューヨーク・メトロポリタン歌劇場で上演されたオペラを上映する METライブビュ

ーイングが始まる 
平成 20[2008]年 7 月 19日 新宿ピカデリーオープン 
 9 月 13 日 映画『おくりびと』(滝田洋二郎監督)封切、第 81 回アカデミー賞外国語映画賞を受

賞[●【22】プレス] 
平成 22[2010]年 4 月 30日 歌舞伎座建替えのため閉場 
平成 23[2011]年 1月 15 日 ドキュメンタリー映画『わが心の歌舞伎座』封切 
平成 25[2013]年 4月2日 第5期歌舞伎座新開場杮葺落興行[●【25】図書「新開場記念 歌舞伎座」]。歌舞伎座

地下の木挽町広場は災害時は臨時の防災支援拠点となる役割を持つ 
 4 月 24日 歌舞伎座ギャラリーオープン 
平成２７[2015]年 松竹創業 120周年 
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公益財団法人松竹大谷図書館は、演劇・映画の専門図書館である松竹大谷図書館を運営し、所蔵

資料を広く一般に無料で公開して、芸術文化の振興と社会文化の向上発展に寄与することを目的と

する事業を行っております。 

当館の使命である、資料を収集・整理・保存・公開する図書館事業を確実かつ永続的に達成し、

さらなる社会貢献をしていくために、寄附金を募っております。 

公益認定を受けた財団法人への寄附金支出者は税制上の優遇措置が受けられます。 

何卒、ご理解とご賛同をいただき、格別のご支援を賜りますようお願い申上げます。 

 
● 現在ご支援いただいている方々（了承を得た方のみ掲載） 

２０１５（平成２７）年１０月にご支援いただきました 
 

法人・団体 （５０音順・敬称略） 

株式会社歌舞伎座 

歌舞伎座サービス株式会社 

歌舞伎座舞台株式会社 

松竹株式会社 

松竹衣裳株式会社 

株式会社松竹映像センター 

 

松竹音楽出版株式会社 

松竹芸能株式会社 

株式会社松竹サービスネットワーク 

松竹ブロードキャスティング株式会社 

株式会社松竹マルチプレックスシアターズ 

 
 

個人 （敬称略） 

谷本宗生 

松本行央 

どうもありがとうございます 

 

  

 

 

  

■ 公益財団法人松竹大谷図書館へのご支援のお願い ■ 

 

■
編
集
後
記
■ 

▼
巻
頭
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
よ
う
に
、
10

月
28
日
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
無
事
成
立
し
ま
し
た
！ 

ご
支
援
・
ご

協
力
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
回
の
目
標
金
額
達
成
日
は
、
10
月
19
日
の
日
曜

日
で
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
Ｍ
さ
ん
は
ち
ょ
う
ど
外
出
中

で
、
夜
の
9
時
前
に
ス
マ
ホ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ペ

ー
ジ
を
確
認
し
た
ま
さ
に
そ
の
瞬
間
、
目
標
に
達
し

た
そ
う
で
す
。
出
先
だ
っ
た
た
め
に
喜
び
を
あ
ら
わ

に
す
る
こ
と
は
控
え
つ
つ
も
、
心
は
と
て
も
弾
ん
で

い
た
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
喜
び
は
他
の
ス
タ
ッ

フ
も
同
じ
で
、
翌
日
の
月
曜
日
の
朝
礼
で
、
皆
で
喜

び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。
4
回
目
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
、
無
事
達
成
で
き
ま
し
た
の
も
、
図
書
館
を

気
に
か
け
て
下
さ
る
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
喜

び
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
ん
ば
り

ま
す
！ 

 

▼
7
月
よ
り
前
期
・
中
期
・
後
期
と
分
け
て
閲
覧
室

展
示
を
行
っ
た
「
松
竹
創
業
120
周
年
」
展
も
、
12
月

で
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。
こ
う
し
て
展
示
を
し
て
み

る
と
、
120
年
は
本
当
に
長
い
で
す
。
実
は
、
最
初

は
120
年
を
60
年
ず
つ
に
分
け
、
前
期
と
後
期
に
展

示
期
間
を
設
け
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
松
竹
の

歴
史
が
長
い
う
え
に
と
て
も
深
く
、
60
年
の
区
切

り
で
は
、
資
料
が
膨
大
す
ぎ
て
、
当
館
の
小
さ
な
展

示
ケ
ー
ス
に
入
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
の

で
、
直
前
に
、
40
年
ず
つ
に
分
け
た
前
期
・
中
期
・

後
期
の
、
合
計
3
回
の
展
示
期
間
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
展
示
で
き
な
か
っ
た
資
料
は
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
。
是
非
、
当
館
に
い
ら
し
て
い
た
だ
い
て
、

閲
覧
室
で
ご
請
求
の
上
、
お
好
き
な
時
代
の
資
料
を

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。 

 

●
利
用
案
内
● 

開
館
時
間 

平
日
午
前
１０
時
～
午
後
５
時 

休

館

日 

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
祭
日
、
毎
月

最
終
木
曜
日
、
５
月
１
日
、
１１
月

２２
日
、
年
末
年
始
、
春
期
・夏
期 

特
別
整
理
期
間 

※
そ
の
他
、
臨
時
休
館
の
あ
る
場
合

は
一
ヶ
月
前
か
ら
館
内
お
よ
び 

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
掲
示
し
ま
す
。 

閲

覧 

館
内
閲
覧
の
み 

入

館

料 

無
料 

 

●
交
通
案
内
● 

東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線
、
都
営 

地
下
鉄
浅
草
線 

東
銀
座
駅
５
番 

出
口
よ
り
徒
歩
３
分 

東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線 

新
富
町

駅
１
番
出
口
よ
り
徒
歩
８
分 

 

１階資料保管庫 

歌舞伎座 

至銀座 

（５番出口） 
東銀座駅 

銀座松竹 
スクエア  

首都高速１号線       首都高速１号線 
 新橋演舞場 

映画館・東劇 

京橋郵便局 

          昭和通り 

至晴海 

 
 
 

晴
海
通
り 

松竹大谷図書館 
（晴海通り側ＥＶで３階へ） 
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